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漁協女性部活動支援（料理教室）

八重山農林水産振興センター 赤嶺貴史・長濱秀紀

１．目的

八重山漁協女性部では、魚食普及の取り組み

として年に一度開催される「お魚まつり」にお

いて、天ぷらやイカスミ汁などの総菜販売を行

っているが、鮮魚店を経営する会員も多く、そ

れ以外に目立った活動ができていないのが現状

となっている。

このような中、今年度より新たに着任した女

性部長からの料理教室を開催したいという要望

を受け、漁協担当職員とともに料理教室の実現

に向けて取り組んだ。

２．実施内容

１）一般消費者向け料理教室

漁業再生支援事業を活用した魚食普及の取組

みとして、平成 29 年 9 月 10 日に一般市民を
対象とした料理教室を開催した。大人を対象し

た料理教室の開催は女性部として初めての取組

みであり、料理教室そのものも久しぶりの開催

となることから、練習の意味合いも含め、行政

関係者を中心に参加者を募集した。定員の 20
名は募集から 3 日で埋まるほど関心が高かっ
た。

料理教室は、座学講習と調理実習の 2 部構成

とし、座学講習では沖縄県漁業士会の比嘉幸秀

・仲田森浩指導漁業士が漁法紹介の講師を務

め、普及員も沖縄の水産業に関する講義を行う

など協力した。調理実習はマグロ 1尾から刺身、

タタキ、レアカツを作る工程の実習を行った。

＜概要＞

日時：平成 29年 9月 10日(日)

内容：座学講習、調理実習（カツオを利用）

参加：一般消費者 20名

実施：八重山漁協女性部 宮良部長他

県漁業士会 比嘉幸秀、仲田森浩漁業士

２）八重山農林高校生を対象とした料理教室

八重山地区では小学生や中学生を対象とした

体験学習や水産教室などが盛んに行われている

が、女性部から高校生にもアプローチしたいと

いう声があり、県漁業士会の比嘉幸秀指導漁業

士の仲介もあり、県立八重山農林高校の調理実

習の一環として料理教室を開催するに至った。

平成 29 年 11 月 24 日に同校の調理室におい

て、ライフスキル科 26 名の生徒を対象に料理

教室を開催した。料理教室の冒頭、同年 10 月

に青年漁業士に認定された宮良当健さんが八重

山の水産業について講義を行い、その後、女性

部 8 名が 6 班に分かれて、タマンやクチナギを

ムニエルや煮付けなどに調理するまでの一連の

調理工程の講習を行った。同校の調理室で魚を

扱ったのは初めてとのことで、担当教諭から今

後も継続して欲しいと要望があった。

＜概要＞

日時：平成 29年 11月 24日(金)

内容：座学講習、調理実習（クチナギ等を利用）

参加：ライフスキル科 2年生 26名

実施：八重山漁協女性部 宮良部長他 7名

県漁業士会 宮良当建漁業士

３．まとめ

八重山漁協女性部としては久しぶりの料理教

室開催となったが、両イベントとも無事に開催

することができた。NHK などのマスコミでも

取り上げてもらうことができ、参加者からの評

判も良く、自信を得た女性部メンバーからは今



後の活動に前向きな意見が聞かれた。

＜一般向け料理教室（9月 10日開催）の写真＞

座学講習 料理教室（まず見本を見せる）

カツオを三枚おろしに調理 試食の様子

地元紙に掲載（9/11八重山毎日新聞）

募集チラシ



＜農林高校における料理教室（11月 24日開催）の写真＞

座学講習 三枚おろしに調理

バター焼き、煮付けに調理 女性部と一緒に試食

地元紙に掲載（11/26八重山毎日新聞）


